
本間洋子 著

本童の黎明
>A5判 ・448頁/定 イ面 8,610円 (税 5%込)    lSBN978-4-7842-1733-5

本書では、香 をJk■き鑑賞する催しである香会と香木・薫物の贈答を香文化として捉え、香道の発生期の

一次史料を基に、「香道の祖」とされる三條西実隆や 「香道志野流の祖」志野宗信と香との関係の再検討、
「
香会Jの具体的内容についての考察、天皇への香木献上や天皇からの薫物・匂い袋σ)下賜を数量的かつ

具体的に考察する三祝点から、中世後期の香文化を解明する。香道について初めての実iiL的な歴史的研究り
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天皇・将軍・地下楽人の室町音楽史
三島暁子著
南北朝・室町時代を通じて天皇・将軍が学び権威のシンボルとなった
「笙J。 本書では、天皇家・将軍家の生の御師範として重要な役割を米
たした地下楽人豊原氏の南北朝期から約 150年にわたる活動に着日
し、公・武 。楽家という3者の門わりのなかから、権威に密接にかか
わった音の文化を論じる。
レA5判・360頁 /定価 6,930円        ISBN978-4-7842-1609-3

※日本中世政治文化論の射程
山本隆志編
筑波大学大学院にて24年問にわたり、中 lr東国社会史の諸問題に取り

糸世んだ編者。その指導 。学思を受けた執筆者による、歴史学
。思想史

。民俗 。生活史など、多岐にわたる7り「究成果を収録した論文集。

【内容】戦ヨ期における足利将軍家元服儀礼の政治的背景/壮日午中
行事論ノー ト/宮座儀礼の歴史民俗学的比岐つF究の課題 他
>A5判 '344頁/定価 8,190円        IS8N978-47842-16208

※中世京都の空間構造と礼節体系
桃崎有一郎著
貴人と牛 IIIですれ造う場合の¬liしい作法は?参内するときはどこで
牛車を降りればよいのか ?中 口性の束祁で実践さオ1フた礼節体系の考察を
通じて、中世京都の空間構造を明らかにし、生町殿糀力の形成 。展け日

過程をも論ずる。【内容】中1性公家社会における路頭礼秩)十/中世後
刺身分秩序における天皇とli皇・室‖げ殿 他
レA5判・584頁 /定価 7.560円        ISBN978-47842-15027

公 家 と武 家 Ⅲ J:稚と儀礼の比較文明史的考察
笠谷和比古編
国際 H本文化研究センターで行わね′ている、公家 (貴族)と 武家に焦
点を合わせた共同研究のシリーズ第 3弾。今ⅢJは丁椎と儀礼に注目す
る。17怖。【内容】摂開川の天皇の非送の実態/室‖下の十甘:架一足利
益怖Jと 一体宗純/禁裏とと条城をめぐる政治史的表象/4「某山楽所を
めぐる一考察―ネ府の法会と礼楽思想の関係性を中心として 他
レA5判・458頁 /定価 8,190円        ISBN978-4-7842-1322-8

嵐 識 超

ヒの 伝 播 と 地 域

学

会
 召文間史学叢書

京祁とその近郊の中 性文化史に取り和1んできた若者が、今までの成栄

をまとめた ―〒坪。在地 (耳 |:防|)を めぐる動向、公武の文去交流と伝播、

さらに河》i(者・声聞山Fの被ブを川民衆の詰オHと 生ΠH・ 戦口川の人物語を

収めた。
レA5判・400頁 /定価 81190円         ISBN4-78421325-2

※今昔物語集の人々 平安京箭
中村修也箸
虚実ないまぜ話柄の些常/kH説語文辛の占典から平安京という都市でr+:

きる人々一商人 '検非注使・‖堆盗 。会蛎川i・ 絵師たち―のさまざまれ

姿をrf写っ【内容】賀茂祭を見物する翁/稲荷詣の男と女/蜂使いの
水銀商/強運の人 。上綾の人/祁の‖推盗・袴JFE/検非連使の実態/冥
界の従来者 。小野堂/陰陽道のIIl・ 宏倍‖背明 他
レA5判・220頁 /定価 2,415円          ISBN牛 7842¬ 213-2

民俗文化複合体論
汚井敬郎著
民俗文化をと1二活の計相の複合体と捉え、庶民層から貴族層までを対象
とした多ジャンルの個別研究を総合し、その根底にある日本民族の民

族性を抽出する。客観性を重TJLし 、tll別研究の範囲で民俗事象の分析
に終始してきた従来の民俗学への果議中し立ての春。
レA5判・460頁 /定価 6,930円          IS8N4 7842-1237X

百人一首万華鏡
白幡洋三郎編
和歌・文芸の傾城はもちろん、日本人の生活全般にわたつて深い関わ
りをもつ百人 尚を、歌の解釈はもとより、歴史、選び方、カルタ、
4」l訳など、さまざまなrfl度 から紹介し、その文明的広がりをさぐる。
それぞれのテーマにそつた版本、各種カルタ、翻訳本など、カラー |¬

絵 (〕 6頁)収鍬ロ
>85判・196頁/定価 2.520円          ISBN4-7842¬ 223-X

※中世蹴鞠史の研究 鞠会を中心に
稲恒弘明著
室田]‐期以降の蹴鞠套の挙行形態の歴史を体系的に論じた一書。とくに

応仁・文明の大乱後の15世紀後半における蹴鞠会について、新興武家
層を参会者として加えた場でより遊興'LLを加味しながら変容し、「故
実」に代わって「新儀」カミ定着すること、それが近世の家元制度の萌
芽と認められることなどを明らかにした。
レA5判・300頁/定価 5,775円        ISBN978-4-7842-1300-0

4熱 蓼
本 の 政 治 と 文 化

   思文間史学叢書

鎌倉時代から室‖「時代にかけて、現存している Iち 文書や、政治と深く

関わつた宗教者から、「中世日本Jと はどのような時代だったのかを
ひもとき、さらに『 l曽鏡』や『太平記』、「博多日記」という記録史料
など、文芸作Iヽからのアプローチをく)試みる。中世の政治と文化を総
合白もにlllら かにした論考15箱を収録し
>A5判・480頁/定価 9,450円          ISBN牛 7842-1324-4

後烏羽院政の展開と儀礼

2詠 早 (ti.)が課せられた政治課題とそ湘′に対Jる 対,芯 =政策
Jl念が、官中の儀式・行事である公事と修法・寺社参話参絶等宗教儀

礼の中に具現しているとする祝点から、それにっが只たした政治的役割
をThl別 具体的に検証することにより、多面的な机点に立った後鳥羽埋

解、政治史叙述を企図したものである。
レA5判・328頁/定価 6.300円        ISBN978-4-7842-1536-2

瑞第左烈
文化の周縁    思文間史学叢書

「近世都市」へと変貌を遂げていく中WL京判
`の

姿を、冶中洛外図や祇

国会の記録を通し、また声聞師・庭者など室‖J文化を支えた都市周縁
の非人たちの動向と合わせて論じ、上層‖丁衆と新興旧]人 との世:代交代
という、中 lrから近にしへの明らかな時代幅換が見ら湘′る覚永文化に日
を注ぐ。
レA5判・430頁 /定価 8,190円           ISBN4 7842 0717-1

※散所・声聞師・舞々の研究

躾需湖 翻 奮を≧籠を亮拝H刊陰陽道などとのかかわりを含め

て、文献・絵 ll。 地図の和l竹な分41を こころみ、洛中・山城口
。近|■

¬における実態を浮きばりにするぅ共IF可イリF究のまとめとしてのTA4/談 会
のほか、イリF究ツールとしての年表・文llk日 録 。)汽木史料を収録、古代
・中口上社会のイリF究にとつて欠くことのできない永木文1状っ
レA5判・590頁/定価 8,610円          IS8N牛 7842121併 1

文芸の創成と展開
村井康彦著
歴史と文学の虚突―私日記・説討 。歴史物訂iな どを丈として平安貴族の

lL活、受額の実態、武十の精神hf造、女性たらの愛‖憎をさぐる村)li文

化史学の粋29箱 を収め、著者の一劃逹点を提示する一書。

【内容】官廷の芸文/平安貴族の生活/待つ女と1にむ女の十IH/陰 の部
分への「【(射/中 llの女性たち/『平家納経』♂)謎 他
>A5判・400頁 /定価 5,040円          ISBN4-7842065併 2

茶の湯と音楽

露0ご鷹覆乳から茶の湯が発展 。拡大へと|り うゝ‖+)切 の文献をひもと
きつつ、「者楽」の世界をとおしてみえる木の湯の災意識を、大きく

能楽 (第 1章 )、 「峯すり」(第 2章 )、 茶の湯の金の煮え吉「五音ノ湯
アヒ」 (第 3章 )、 茶の湯空問における旨 (第 4章)と いう4つの トピ

ックから)]らかにする。
レA5判・376頁/定価 8.100円        IS8N978-4-7842-1606-2

鞘補蓮月尼全集
村上素道編

紡癬tt′鯖査織 近G鳩糾農鮮 !鴨採艇 聰
いていった。本書は、蓮月の歌・消′巳、。伝言じを収めた『述)3尼企集』
(昭和 2年)に、新たに発見された歌集、書‖J帖 (花 くらべ)、 消旭、53通
を増tliしたH召和55年版の復和す。
レA5判・770頁/定価 12,600円          ISBN4 7842-0182-3

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載した広報誌『鴨東通信』を年 4回無料でお送りしています。

話・fax・ Eメ ールでお申し込み下さい。※印の書籍は外函・カバーに汚れ・傷みがございます。


